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献 呈 の 辞
敬愛 申し上げる角谷光一教授が,本 年満70歳の定年を以 って功成 り名遂げて退職
されることはご同慶のいた りであるが,同 時に私 ども後進一同にとって誠に寂蓼の感
にたえない ものがある。
角谷光一博士は,本 学在職36年の間,経 営学部における主事科目たる原価管理論
及び原価計算論の教授ならびに研究に専念 され,多 大の功績を残 された。
その教育上の業績は,実 務界におびただ しい人材 を送 り出されたことは言 うに及ば
ず,現 に全国有数の大学に勤務 される教員がたを多数育成 された点に明らかである。
こうした教育上の業績は,角 谷先生の真摯精緻な研究にもとつ くものであ って,先
生のご研究の内容 と特徴の若干に触れさせて頂けるなら,次 のような諸点 を挙 げるこ
とができるであろう。
まず第1は,営 業費分析 において常に学界 を り一 ドする研究を発表 しつづけてこら
れたことであ り,配給原価分析における貢献差益法の研究は,こ の分野での優れた達
成として,斯 界 において高い評価 を保持 しつづけてい る。
第2は,活 動原価計算,い わゆるA:BC分析に関 し,早 くからその有用性に着 目さ
れ,研 究を深 めてこられたことであ り,そ の成果は学界はもちろん実務界の専門家た
ちにも多大の稗益 をもたらしている。
第3は,ご 専門の研究領域については申すまでもな く,少壮の頃から高年に達せら
れるまで,広 く会計学の全領域に目を配 られ,精 密な文献研究を重ねて こられたこと
であ り,そ の誠実なご研究の姿勢は,学 生諸君,私 ども後進をは じめ同学の士の尊崇
の的であ り,末永 く研究者一同の理想像 として掲げられつづけるであろうことである。
先生のこうした研究業績は,早 くから関係諸学会の認識するところとなり,若 くし
て日本広告学会幹事の任に当たられ,日 本会計研究学会評議員 として10年の長 きに
わたって活躍 されるとともに,東 京都は じめ関連公益法人等の講師 として社会的にも
広範な寄与をなされてきておられる。
教育及 び研究における上述のような数 々のご業績に加え,先 生には明治大学におけ
る教育行政面においても多大の貢献 をな してこられた。その主だったものを挙 げるだ
けでも,大 学院経営学研究科専攻主任,経 営学部経営学科長,経 営学部長,付 属中野
学園評議員,明 治大学評議員の多方面 にわたってお り,私 ども経営学部教員一同は直
接的間接的にあまね く先生め恩沢に浴 させて頂 くことができた。
その ような先生が定年 とは申せ本学 を去 られることは淋 しいかぎりではあるが,引
き続き非常勤講師 としてご指導頂けることは私 ども一同にとっての光明である。その
温顔 とご懇篤なお人柄 とともに人生に対するゆるがぬ厳 しさを以 って何時 までも私 ど
も後進をお導 き下 さい ます よう伏 してお願 い申しあげるとともに,先 生の益々のご活
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